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内部被ばく線量の算出 

放射線の種類による 
影響の違い 

各臓器が受ける量 
（等価線量） 

臓器による 
感受性の違い 

全身が受ける量 

α線 
20倍 

中性子 
2.5～21倍 

β線 
1倍 

γ線 
1倍 

体内での動態 
半減期 

預
託
実
効
線
量 

預託実効 
線量係数 

乗じる 

ベクレル 
（Bq） シーベルト 

（Sv） 

摂
取
量 

数理モデル計算により放射性物質ごとの係数が決定 

線量測定と計算 

預託実効線量係数の算出にあたっては 
年齢による差も考慮されています。 

放射性物質 

　内部被ばくの実効線量を求める方法も、基本は外部被ばくの場合と同じです。ただ
し臓器や組織の吸収線量の求め方が異なります。
　放射性物質が体のどの部分に蓄積するのかは放射性物質ごとに異なります。また呼
吸により呼吸器経由で放射性物質が体内に入った場合と、飲食物と一緒に消化管経由
で体内に入った場合では、同じ放射性物質であっても体の中での代謝や蓄積といった
挙動が違います。さらに大人か、子どもか、赤ちゃんかによっても、放射性物質がど
れだけ体の中に留まっているかが違います。
　こうした条件の違いごとに、数理モデル計算を行い、どのくらいの放射性物質を摂
取したら、各臓器や組織がどれだけの吸収線量を受けるかを求めます。次に、外部被
ばくの被ばく線量計算と同様に、放射線の種類や臓器による感受性の違いを考慮しま
す。こうして算出した内部被ばくの被ばく線量を、預託実効線量（単位はシーベルト）
と呼びます。
　実際には、摂取量（単位はベクレル）に預託実効線量係数を乗じることで、内部被
ばく線量を求めることができます。預託実効線量係数は、放射性核種の種類や年齢ご
とに細かく定められています。
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預託実効線量 

内部被ばくの計算 
将来にわたる線量を積算 
● 公衆（大人）：摂取後50年間 
● 子ども：摂取後70歳まで 

時間 

実 
効 
線 
量 

預託実効線量 
(シーベルト) 

時間 

実 
効 
線 
量 

50年 

その年に受けた 
とみなす 

放射性物質を一回だけ摂取した場合に、それ以後の生涯にどれ
だけの放射線を被ばくすることになるかを推定した被ばく線量 

線量測定と計算 

　放射性物質は、体内に摂取された後、一定期間体内に留まります。その間、人体は
放射線を受け続けることになります。そのため内部被ばくによる線量としては、1回
に摂取した放射性物質の量から、将来にわたって受ける放射線の総量を考えます。こ
れを預託線量（単位はシーベルト）といいます。
　体内に取り込んだ放射性物質は、時間とともに体内から減少します。その原因の一
つは放射性物質の半減期によるものです。もう一つは、尿や便などにより排泄される
ことによるものです。体からの排泄の速度は、元素の種類やその化学形態、年齢によっ
て異なります。預託線量はこのような違いを考慮して、ある放射性物質により人体が
受ける放射線量の一生分を積算した量に当たります。
　特に実効線量に着目して一生分を積算した線量を「預託実効線量」と呼びます。こ
の時の一生分とは、大人は 50年、子どもは 70歳になるまでの年数です。放射性セ
シウムの場合、体外へ排出される速度が早いことから（実効半減期がセシウム 134
で 64 日、セシウム 137 で 70 日：32頁「原発事故由来の放射性物質」参照）、摂取
後 2～ 3年の間に、預託線量のほとんどの被ばくをします。
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